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概要

このドキュメントの目的は、Cisco Catalyst スイッチと相互運用されるネットワーク インターフ
ェイス カード（NIC）に関連する一般的な問題について説明することです。パフォーマンスの低



下や接続の問題、さらに物理的な接続やデータ リンクのエラーなどの Catalyst スイッチの問題は
、NIC の問題に関連している可能性があります。

前提条件

要件

このドキュメントに特有の要件はありません。

使用するコンポーネント

このドキュメントの内容は、特定のソフトウェアやハードウェアのバージョンに限定されるもの
ではありません。

表記法

ドキュメント表記の詳細は、『シスコ テクニカル ティップスの表記法』を参照してください。

背景説明

目的

このドキュメントでは、次の問題のトラブルシューティング方法について説明しています。

自動ネゴシエーション●

物理的接続●

ポート エラー（データ リンク エラー）●

リンクのアップ/ダウンが繰り返される状態●

ギガビット ポートの設定●

Catalyst スイッチ ソフトウェアによくある問題●

NIC のよくある問題と解決法●

Catalyst スイッチで NIC の問題をトラブルシューティングするときには、その問題が Catalyst ス
イッチの設定の問題に関連するものではないことを検証することが最初のステップになります。
Catalyst スイッチの設定に関連する一般的な接続の問題に関する詳細な情報については、下記の
ドキュメントを参照してください。

この文書では、Catalyst スイッチに接続されているワークステーションが、Catalyst スイッ
チの設定のために、ネットワーク ドメイン（Microsoft Windows NT または Novell）にログイ
ンできない場合、または Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP; ダイナミック ホスト
コンフィギュレーション プロトコル）アドレスを取得できない場合に発生する初期接続の遅
延について説明しています。これらのシナリオをトラブルシューティングするための最初の
ステップは、スイッチの設定が正しいことを確認することです。これについては、『
PortFast と他のコマンドを使用したワークステーションの接続始動遅延の修復』を参照して
ください。

●

データ リンク エラーが頻繁に発生すると、一部の Catalyst スイッチのポートが errdisabled
状態になる場合があります。『CatOS プラットフォームでの errDisable ポート状態からの復
旧』には、errdisable 状態とは何かという説明と、そこから回復する手順についての説明があ

●
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ります。また、この状態から回復する例が 2 件紹介されています。

自動ネゴシエーションおよび互換性の問題が存在する理由

自動ネゴシエーションの問題は、非適合実装、ハードウェアの非互換性、ソフトウェアの欠陥が
原因となっている可能性があります。NIC やベンダーのスイッチが IEEE 802.3u 仕様に厳密に準
拠していない場合、障害が発生することがあります。自動極性やケーブル整合性など、10/100
Mbps 自動ネゴシエーションに関連する仕様である IEEE 802.3u に規定されていないベンダー固
有の拡張機能が原因で、ハードウェアの非互換性などの問題が生じている可能性があります。一
般的には、NIC とスイッチの両方とも IEEE 802.3u 自動ネゴシエーション仕様に準拠しており、
追加機能がすべてディセーブルにされている場合には、自動ネゴシエーションにより速度とデュ
プレックスが適切にネゴシエートされますので、運用上の問題は発生しません。

10/100/1000 Mbps NIC の一般的なトラブルシューティング

自動ネゴシエーションの有効な設定の表

速度判定に関する問題が原因で、接続できなくなる場合があります。ただし、デュプレックスの
自動ネゴシエーションに関しては、通常はリンクを確立するうえでの問題になることはありませ
ん。その代わりに、自動ネゴシエーションの問題により、主にパフォーマンス関連の問題が生じ
ます。NIC の問題で最も一般的な問題は、速度とデュプレックスの設定によるものです。表 1 に
は、FastEthernet NIC とスイッチ ポートの速度およびデュプレックスに設定可能なすべての項目
を要約してあります。

注：このセクションは、10/100/1000 Mbps(1000BASE-T)のNICにのみ適用され、1000BASE-Xの
NICには適用されません。

表 1：自動ネゴシエーションの有効な設定

NIC
の設
定
（速
度/デ
ュプ
レッ
クス
）

設定ス
イッチ
（速度
/デュプ
レック
ス）

NIC
の速
度/デ
ュプ
レッ
クス
の結
果

Catal
yst
の速
度/デ
ュプ
レッ
クス
の結
果

注

AUTO AUTO

1000
Mbps
、全
二重

1000
Mbps
、全
二重

Catalyst スイッチの能力が
最大、および NIC が 1000
Mbps、全二重という前提
に基づきます。

1000
Mbps
、全
二重

AUTO

1000
Mbps
、全
二重

1000
Mbps
、全
二重

リンクは確立されますが
、スイッチは NIC からの
自動ネゴシエーション情
報を認識しません。
Catalyst スイッチは、
1000 Mbps では全二重に
よる動作だけをサポート
しているため、全二重を



デフォルトとしています
。また、そのようになる
のは、1000 Mbps で動作
している場合だけです。

AUTO
1000
Mbps、
全二重

1000
Mbps
、全
二重

1000
Mbps
、全
二重

1000 Mbps 、全二重の
NIC が性能を最大に発揮
しているという前提に基
づきます。

1000
Mbps
、全
二重

1000
Mbps、
全二重

1000
Mbps
、全
二重

1000
Mbps
、全
二重

正しく手動設定された場
合

100
Mbps
、全
二重

1000
Mbps、
全二重

リン
クな
し

リン
クな
し

速度のミスマッチにより
、どちらの側でもリンク
が確立されせん。

100
Mbps
、全
二重

AUTO

100
Mbps
、全
二重

100
Mbps
、半
二重

デュプレックスのミスマ
ッチ 1

AUTO
100
Mbps、
全二重

100
Mbps
、半
二重

100
Mbps
、全
二重

デュプレックスのミスマ
ッチ 1

100
Mbps
、全
二重

100
Mbps、
全二重

100
Mbps
、全
二重

100
Mbps
、全
二重

正しく手動設定された場
合 2

100
Mbps
、半
二重

AUTO

100
Mbps
、半
二重

100
Mbps
、半
二重

リンクは確立されますが
、スイッチは NIC からの
自動ネゴシエーション情
報を認識しなたいめ、
10/100 Mbps で動作して
いる場合は、デフォルト
の半二重になります。

10
Mbps
、半
二重

AUTO

10
Mbps
、半
二重

10
Mbps
、半
二重

リンクが確立されますが
、スイッチは Fast Link
Pulse（FLP; ファスト リ
ンク パルス）を認識しな
いため、デフォルトの 10
Mbps、半二重になります
。

10
Mbps
、半
二重

100
Mbps、
半二重

リン
クな
し

リン
クな
し

速度のミスマッチにより
、どちらの側でもリンク
が確立されせん。

AUTO
100
Mbps、
半二重

100
Mbps
、半
二重

100
Mbps
、半
二重

リンクは確立されますが
、NIC は自動ネゴシエー
ション情報を認識しなた
いめ、デフォルトの 100



Mbps、半二重になります
。

AUTO
10
Mbps、
半二重

10
Mbps
、半
二重

10
Mbps
、半
二重

リンクが確立されますが
、NIC は FLP を認識しな
いため、デフォルトの 10
Mbps、半二重になります
。

1 デュプレックスのミスマッチにより、パフォーマンスの問題、断続的な接続、通信の途絶が発
生する可能性があります。NIC の問題をトラブルシューティングするときは、NIC とスイッチで
有効な設定が使用されていることを確認してください。

2 一部のサードパーティ製の NIC カードでは、スイッチ ポートと NIC の設定の両方とも手動で
100 Mbps、全二重に設定されている場合であっても、半二重の動作モードに戻ってしまう場合が
あります。これは、NIC が手動設定されていても、NIC 自動ネゴシエーションのリンク検出が動
作していることが原因です。その結果、スイッチポートと NIC の間でデュプレックスの不整合が
発生します。現象としては、ポートのパフォーマンスの低下や、スイッチポートでのフレーム チ
ェック シーケンス（FCS）エラーの増加などがあります。この問題をトラブルシューティングす
るには、手動でスイッチポートを 100 Mbps、半二重に設定してみてください。この対応で接続
の問題が解消された場合には、この NIC が問題の原因になっている可能性があります。使用中の
NIC の最新ドライバにアップデートするか、またはその NIC カードのベンダーに連絡して、さら
にサポートを求めてください。

速度とデュプレックスが、リンク パートナー一方だけではハードコードできない理由

表 1 に示されているように、リンク パートナーの片方で速度とデュプレックスを全二重に手動設
定すると、デュプレックスのミスマッチが発生します。片方のリンク パートナーで自動ネゴシエ
ーションをディセーブルにしておきながら、相手側のリンク パートナーがデフォルトで半二重設
定になっている場合に、この現象が発生します。デュプレックス ミスマッチにより、パフォーマ
ンスの低下、断続的な接続喪失、データ リンク エラーなどの問題が生じます。自動ネゴシエーシ
ョンを使用しないのであれば、両方のリンク パートナーを手動で全二重の速度とデュプレックス
に設定する必要があります。

推奨されるポート設定（自動ネゴシエーションまたは手動設定）

自動ネゴシエーションの問題に関しては、さまざまな意見があります。以前は、多くのエンジニ
アが、スイッチと接続されるデバイスには自動ネゴシエーションを使用しないようお客様に推奨
していました。しかし近年では、自動ネゴシエーションの相互動作の改善とテクノロジーの成熟
により、自動ネゴシエーションとその使用に関する見解が変化しています。さらに、片方のリン
ク パートナーだけに速度とデュプレックスを手動設定することによって引き起こされる、デュプ
レックスのミスマッチによるパフォーマンスの問題も多く見られます。このような最近の問題に
より、自動ネゴシエーションの使用は適切な方法であると見なされています。

Catalyst スイッチと NIC 間の EtherChannel およびトランキング

EtherChannel は Port Aggregation Protocol（PAgP; ポート集約プロトコル）で動的に設定でき、
トランキングも Dynamic Trunking Protocol（DTP; ダイナミック トランキング プロトコル）で動
的に設定できます。 PAgP と DTP はともにシスコ独自のプロトコルで、Catalyst スイッチでのみ
サポートされています。Catalyst スイッチと NIC との間に EtherChannel やトランキングを設定
する場合、他のベンダーの NIC では PAgP と DTP がサポートされていない可能性があるため、
これらの機能については静的に設定することを推奨いたします。Catalyst スイッチで、



EtherChannel モードを on に、トランキング モードを nonegotiate に設定すると、PAgP と DTP
のプロトコルがディセーブルにされます。スイッチ ポートを auto あるいは desirable モードに設
定すると、NIC で EtherChannel やトランクを構成できなくなる可能性があります。

物理的接続とリンクの確認

NIC の問題をトラブルシューティングする際の最初のステップは、物理的接続の確認です。目視
による検査では、リンク パートナーに接続されている場合には、スイッチの LINK ライト インジ
ケータが点灯しているはずです。さらに、NIC にも、LINK ライト インジケータが付いている場
合があります。物理的接続を確認するには、スイッチのコマンドライン インターフェイス
（CLI）をチェックする必要があります。スイッチでは、対象となるポートが Catalyst OS ソフト
ウェアでは connected、Cisco IOS® ソフトウェアでは line protocol up と表示されている必要が
あります。

CatOS での例：CatOS ソフトウェアが稼働する Catalyst 2948G、2980G、4000、5000、および
6000

show port mod⁄port
Switch> (enable) show port 3/1

Port Name     Status      VLAN      Level     Duplex    Speed       Type

----

------

----

----

-------

-------

-------

------

----

----

------

3/1        notconnect     1      normal    half        100     100BaseFX MM

●

スイッチ上の Cisco IOS ソフトウェアでの例：Cisco IOS ソフトウェアが稼働する Catalyst
2900XL、3500XL、2948G-L3、および 6000

show interfaces type
Switch# show interfaces fastethernet 0/1

FastEthernet0/1 is down, line protocol is down

●

connected および line protocol is up 以外の状態は、物理的接続に問題があることを示しています
。物理的接続をトラブルシューティングするには、次の手順を実行します。

NIC とスイッチの両方の速度とデュプレックスを、10 Mbps、全二重に設定します。物理的
接続が存在するかを確認します。必要な場合には、速度を 100 Mbps、全二重に設定して、
この手順を繰り返してください。ほとんどの場合、物理的接続を確立するために、速度とデ
ュプレックスを手動設定する必要はありません。発生する可能性のある既知の問題について
は、このドキュメントの「Cisco Catalyst スイッチの互換性と動作に固有の問題」セクショ
ンと「NIC の互換性と動作に関する問題」セクションを参照してください。

1.

ケーブルを、正常に動作することが確認されているカテゴリ 5、カテゴリ 5e、またはカテゴ
リ 6 の 10/100/1000 Mbps イーサネット ケーブルに交換します。

2.



複数のスイッチ ポートで物理的接続を試します。障害が複数のスイッチ ポートで同じよう
に発生するかどうかを検証してください。さらに、可能であれば、複数のスイッチとハブで
も試してください。

3.

同じブランドおよびモデルの NIC に共通して見られる問題であるかを判別するために、NIC
を交換します。発生する可能性のある既知の問題については、このドキュメントの「Cisco
Catalyst スイッチの互換性と動作に固有の問題」セクションと「NIC の互換性と動作に関す
る問題」セクションを参照してください。

4.

シスコのテクニカルサポートおよび NIC のベンダーで、サービス リクエストを作成してく
ださい。

5.

スイッチ ポート設定の確認

Catalyst スイッチ ポートのデフォルトの設定では、NIC に固有の相互運用性の問題が発生する場
合があります。DHCP の問題や、ネットワークにログインできないといった現象が見られる場合
があります。NIC やスイッチ ポートの問題をトラブルシューティングするときは、ポートのチャ
ネリングとトランキングの設定がオフになっていること、さらにスパニング ツリー PortFast が
イネーブルになっていることを確認してください。

この設定変更についてさらにドキュメントが必要な場合は、『PortFast と他のコマンドを使用し
たワークステーションの接続始動遅延の修復』を参照してください。

リンクの管理（リンク アップ/ダウンの状態）

ある状況のもとでは、Cisco スイッチとさまざまな NIC との間の相互運用性の問題により、リン
ク アップ/ダウンの状態が連続して、あるいは断続的に発生する場合があります。このような link
up/down 状態は、通常、NIC と関連する電源管理機能またはジッタ許容の問題の結果です。

CatOS のリンクのアップ/ダウンの状況では、次のメッセージが表示されますが、これは正常
な現象です。
PAGP-5-PORTTOSPT: Port [dec]/[dec] joined bridge port [dec]/[chars]

PAGP-5-PORTFROMSPT: Port [dec]/[dec] left bridge port [dec]/[chars]

次に例を示します。
%PAGP-5-PORTFROMSTP:Port 3/3 left bridge port 3/3

%PAGP-5-PORTTOSTP:Port 3/3 joined bridge port 3/3

●

Cisco IOS ソフトウェア ベースのスイッチでは、リンクが up/down 状態になると次のメッセ
ージが表示されます。
%LINK-3-UPDOWN: Interface interface, changed state to up %LINK-3-UPDOWN: Interface

interface, changed state to down

次に例を示します。
%LINK-3-UPDOWN: Interface FastEthernet0/1, changed state to up

%LINK-3-UPDOWN: Interface FastEthernet0/1, changed state to down

●

これらの問題を解決するには、次の手法でトラブルシューティングを行います。

Windows 2000 および Windows Millennium Edition（ME）の電源管理機能をディセーブルに
します。Windows 2000 および Windows ME では、NIC を無効にできる電源管理機能が搭載
されています。電源管理のために NIC が無効になると、NIC はスイッチへのリンクを破棄し
ます。Windows 2000 や Windows ME オペレーティング システムでは、NIC のリンク アッ
プ/ダウンに不安がある場合には、リンクがアップ/ダウンする状態をトラブルシューティング
する最初のステップとして、電源管理機能をディセーブルにします。

●

NIC の電源管理機能をディセーブルにします。多くの NIC では、独自の電源管理機能がサポ
ートされています。リンク アップ/ダウンの問題をトラブルシューティングするときは、この

●
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機能をディセーブルにしてください。電源管理機能をディセーブルにする方法に関する情報
は、NIC のドキュメントを参照してください。
スイッチのジッタ許容度を調整します。IEEE 802.33u-1995 の条項 25 によれば、ジッタ許容
度は 1.4 ナノ秒を超えることはできません。ところが、Catalyst 6000 および 6500 の 10/100
ポートでは、過剰なジッタに関しては、仕様にない動作をする NIC によって、リンクのアッ
プ/ダウン状態が引き起こされる状況が存在します。この問題の回避策としては、Catalyst
6000 および 6500 スイッチで 10/100 ポートに対してジッタ許容を 3.1 秒に増加させます。
この機能をイネーブルにするには、set port debounce mod/port enable コマンドを使用しま
す。最後の手段しては、デバウンス オプションを使用する代わりに、仕様外の NIC を交換し
ます。この機能は、ソフトウェア バージョン 5.3(5)CSX で最初に取り入れられました。
Catalyst 2900XLおよび3500XLの場合、この同じ問題に対する可能な回避策として、インタ
ーフェイスコマンドcarrier-delaytimeを4秒に調整できます。ジッタ許容度の詳細は、『ファ
ストイーサネットコンソーシアム物理媒体依存テストスイート 』を参照してください。

●

パフォーマンスに関する注意事項

パフォーマンスに関する問題のほとんどは、スイッチ ポートの設定、デュプレックス ミスマッチ
、リンク アップ/ダウン状態、およびデータ リンクのエラーに関連しています。パフォーマンス
問題をトラブルシューティングするときは、このドキュメントのここまでのすべてのセクション
を確認してください。これらのセクションを確認した後に、次のセクション「データ リンク エラ
ーについて」に進んでください。パフォーマンス問題を解決するための最後のステップは、スニ
ファ トレースの取得です。スニファ トレースによってパケット転送の詳細が明らかになるため、
パフォーマンスに関するどのような特殊な問題に対しても、最終的な解決手段となります。

データリンク エラーについて

NIC のパフォーマンスに関する問題の多くは、データ リンク エラーに関連しています。過剰なエ
ラーは、通常は、何らかの問題があることを示しています。半二重設定で動作している場合には
、FCS、アライメント、ラント、コリジョンなどの一部のデータ リンク エラーについては、正常
であると判断されます。一般的に、半二重接続の場合、総トラフィックに対してエラーの比率が
1 パーセントであれば許容されます。入力パケットに対するエラーの比率が 2 % や 3 % よりも大
きいと、パフォーマンスの低下に気づく場合があります。

半二重環境では、スイッチおよび接続されたデバイスの両方がワイヤを検出し、全く同時に送信
を行い、コリジョンが発生する可能性があります。フレームがワイヤに完全にコピーされず、フ
ラグメント化されたフレームが生じると、コリジョンにより、ラント、FCS、およびアライメン
トのエラーが発生する可能性があります。

全二重設定で動作している場合、FCS、巡回冗長検査（CRC）、アライメント エラー、ラントの
カウンタは、最小値を示しているはずです。リンクが全二重で稼働している場合、コリジョン カ
ウンタはアクティブではありません。FCS、CRC、アライメント、またはラントのカウンタが増
加しているときは、デュプレックス ミスマッチを確認してください。デュプレックス ミスマッチ
とは、スイッチが全二重で動作しているのに、接続デバイスは半二重で動作している状況、ある
いはその逆の状況です。デュプレックス ミスマッチの結果、極端なパフォーマンス低下、断続的
な接続、および接続の喪失が発生します。全二重でのデータ リンク エラーのその他の原因として
は、不良ケーブル、スイッチ ポートの障害、NIC のソフトウェアまたはハードウェアの問題が考
えられます。

NIC のパフォーマンス問題をトラブルシューティングするときは、show port mod/port コマンド
および show mac mod/port コマンドの出力を参照して、カウンタの情報を記録してください。

//www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4000/7.5/command/reference/set_l_q.html#wp1062373
//www.cisco.com/en/US/docs/switches/lan/catalyst4000/7.5/command/reference/set_l_q.html#wp1062373
http://www.iol.unh.edu/services/testing/fe/training/
http://www.iol.unh.edu/services/testing/fe/training/


表 2：CatOS の show port コマンドのカウンタの説明

カ
ウ
ン
タ

説明

Ali
gn
m
en
t
Er
ror
s

アライメント エラーは、末尾が偶数のオクテットで
ない、不正な CRC を持つ受信フレームのカウント
を示します。

F
C
S

FCS エラー カウントは、イーサネット フレーム内
の不正なチェックサム（CRC 値）とともに送信また
は受信されたフレームの数です。これらのフレーム
は廃棄され、他のポートに伝播されません。

X
mi
t-
Er
r

これは、内部の送信バッファがいっぱいであること
を示します。

Rc
v-
Er
r

これは、受信バッファがいっぱいであることを示し
ます。

Un
de
rSi
ze

64 バイトよりも小さいフレームがあります。それに
は、FCS が含まれており、また正常な FCS 値が示
されています。

Si
ng
le
Co
llis
io
ns

single collisions は、フレームをメディアに正常に送
信するまでに、送信側ポートに 1 回のコリジョンが
発生した回数です。

M
ulti
pl
e
Co
llis
io
ns

multiple collisions は、フレームをメディアに正常に
送信するまでに、送信側ポートに複数回のコリジョ
ンが発生した回数です。

レ
イ
ト
コ
リ

レイト コリジョンは、2 つのデバイスが送信を同時
に行い、どちらの側もコリジョンを検出しない時に
発生します。これが発生する理由は、信号をネット
ワークの一方の端から別の端へ伝播する時間が、パ
ケット全体がネットワーク上にある時間よりも長い



ジ
ョ
ン

ためです。レイト コリジョンを引き起こす 2 台のデ
バイスでは、相手が送信していることはパケット全
体がネットワークに入るまで認識されません。トラ
ンスミッタによってレイト コリジョンが検出される
のは、64 バイトの転送時間の最初のタイム スロット
の後です。これが検出されるのは、64 バイトを超え
る長さのパケットが転送されている間だけです。レ
イト コリジョンの検出は、通常のコリジョンの場合
とまったく同じです。通常のコリジョンと異なるの
は、遅れて発生する点だけです。

過
剰
な
コ
リ
ジ
ョ
ン

過度のコリジョンは、16 回 パケットの送信を試行し
て、16 のコリジョンが発生した後に、破棄されるフ
レームの数です。

Ca
rri
er
Se
ns
e

キャリア検知は、イーサネット コントローラがデー
タを送信するたびに発生します。その処理にエラー
がある場合にカウンタが増加されます。

ラ
ン
ト

これらは、不正な FCS 値を持つ、64 バイトよりも
小さなフレームです。

大
き
い

これらは、1518 バイトよりも大きく、不正な FCS
値を持つフレームです。

表 3：CatOS カウンタが増加する原因

カ
ウ
ン
タ

説明

Ali
gn
m
en
t
Er
ro
rs

半二重でのコリジョン、デュプレックス ミスマッチ
、障害のあるハードウェア（NIC、ケーブル、または
ポート）、あるいは、接続されたデバイスがオクテ
ットで終わらず不正な FCS を持つフレームを生成し
たことが原因です。

F
C
S

半二重でのコリジョン、デュプレックス ミスマッチ
、障害のあるハードウェア（NIC、ケーブル、または
ポート）、あるいは、接続されたデバイスが不正な
FCS を持つフレームを生成したことが原因です。

X
mi

これはトラフィックの入力速度が過剰であることを
を示します。また、内部の送信バッファがいっぱい



t-
Er
r

であることを示します。スイッチが指定のレートで
ポートから転送できない場合にだけ、このカウンタ
は増加します。過剰なコリジョンが発生していて、
ポートが 10 Mb の場合には、送信バッファがいっぱ
いになります。速度を上げて、リンク パートナーを
全二重にすると、発生を最小限に抑えられます。

R
cv
-
Er
r

これは、トラフィックの過剰な出力レートを示しま
す。また、受信バッファがいっぱいであることを示
します。過剰なトラフィックがスイッチを通過しな
い限り、このカウンタは 0 を示します。一部のスイ
ッチでは、Out-Lost カウンタと Rcv-Err との間に直
接的な相関関係があります。

U
nd
er
Si
ze

エラー フレームが接続デバイスによって生成された
ことを示します。

Si
ng
le
C
oll
isi
on
s

これは、半二重設定を示しています。

M
ult
ipl
e
C
oll
isi
on
s

これは、半二重設定を示しています。

レ
イ
ト
コ
リ
ジ
ョ
ン

ハードウェア（NIC、ケーブル、またはスイッチ ポ
ート）の障害、またはデュプレックス ミスマッチを
示します。

過
剰
な
コ
リ
ジ
ョ
ン

これは、半二重でのスイッチ ポートの過剰な利用、
またはデュプレックス ミスマッチを示しています。

C ハードウェア（NIC、ケーブル、またはスイッチ ポ



ar
rie
r
S
en
se

ート）の故障を示します。

ラ
ン
ト

コリジョン、デュプレックス ミスマッチ、IEEE
802.1Q（dot1q）、または Inter-Switch Link（ISL; ス
イッチ間リンク）の問題の結果であることを示して
います。

大
き
い

これは、障害のあるハードウェア、dot1q、または
ISL の設定の問題を示しています。

表 4：CatOS の show mac コマンドのカウンタの説明

カウン
タ 説明

Rcv-
Unicast

これは、受信されたユニキャスト パケットの数
を示します。

Rcv-
Multica
st

これは、受信されたマルチキャスト パケットの
数を示します。

Rcv-
Broadc
ast

これは、受信されたブロードキャスト パケット
の数を示します。

Xmit-
Unicast

これは、送信されたユニキャスト パケットの数
を示します。

Xmit-
Multica
st

これは、送信されたユニキャスト パケットの数
を示します。

Xmit-
Broadc
ast

これは、送信されたブロードキャスト パケット
の数を示します。

Delay
Exceed
ed

スイッチング プロセスにおいて、過剰遅延のた
め破棄されたフレームの数を示します。

MTU-
Exced

ポート、あるいはセグメント上のデバイスの 1
つから、許可されたサイズより大きなフレーム
が転送されたことを示します。

In-
Discard2

転送処理によって破棄、またはフィルタリング
された有効な受信フレーム数を示します。

Lrn-
Discard2

転送されたパケット、および転送されるべきパ
ケットを示します。

In-Lost 入力バッファがいっぱいで受信できないパケッ
トを示します。

Out-
Lost

出力バッファがいっぱいで送信できないパケッ
トを示します。



2 In-Discard と Lrn-Discard は、すべての Catalyst プラットフォームに存在するわけではありませ
ん。

表 5：CatOS カウンタが増加する原因

カ
ウ
ン
タ

考えられる原因

De
lay
Ex
ce
d

スイッチに重大な障害があります。シスコのテクニ
カルサポートで、サービス リクエストを作成してく
ださい。

M
TU
-
Ex
ce
d

ISL と dot1q の設定を確認してください。他のスイ
ッチやルータから最大伝送ユニット（MTU）を超え
るフレームが、スイッチ ネットワークに注入されて
いないかを確認します。

Lr
n-
Di
sc
ar
d 2

特定の VLAN のトランクで、スイッチがトラフィッ
クを受信し、その VLAN 上に、スイッチに他のポー
トがないときに増加します。カウンタは、パケット
が受信されたポート上で、パケットの宛先アドレス
が学習された場合にも増加します。

Lr
n-
Di
sc
ar
d 2

このカウンタは 0 のままでなければなりません。カ
ウンタが増加されている場合は、シスコのテクニカ
ルサポートでサービス リクエストを作成してくださ
い。

In-
Lo
st

トラフィックの入力速度が過剰です。

Ou
t-
Lo
st

トラフィックの出力速度が過剰です。低速デバイス
に接続されている場合には、このカウンタが増加す
る可能性が高くなります。Out-Lost の増加をトラブ
ルシューティングには、まず最初にリンク パートナ
ーが 100 Mbps、全二重でエラーなしで動作してい
ることを確認します。

2 In-Discard と Lrn-Discard は、すべての Catalyst プラットフォームに存在するわけではありませ
ん。

その他のカウンタ情報については、コマンド show counters mod/port で確認できます。コマンド
は、一度に 1 つのポートに対して発行する必要があります。表示されたカウンタについては、次
のドキュメントを参照してください。

show counters コマンドのドキュメント●

Cisco IOS ソフトウェアの show interfaces コマンドのカウンタについての詳細は、次のドキュメ

//www.cisco.com/en/US/support/tsd_cisco_worldwide_contacts.html
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ントを参照してください。

show interfaces コマンドに関するドキュメント●

スニファ トレース

このドキュメントの他のすべてのセクションを確認した後に、まだ問題が残っている場合には、
スニファ トレースが、スイッチと NIC のパフォーマンスまたは接続の問題のトラブルシューティ
ングにきわめて有効な場合があります。スニファ トレースを分析すると、ケーブル上のすべての
パケットが明らかになるため、問題を正確に特定できます。場合によっては、さまざまなスイッ
チのさまざまなポートで、複数のスニファ トレースを取得することが重要になります。一般的に
、スイッチと NIC のパフォーマンスまたは接続の問題をトラブルシューティングするときは、ス
パニング VLAN よりも、ポートのモニタまたはスパンがきわめて有効です。

スニファ トレースの取得に必要なスイッチド ポート アナライザ（SPAN）の使用についての詳細
は、『Catalyst スイッチド ポート アナライザ（SPAN）の設定例』を参照してください。

ネットワーク インターフェイス カードのチーム化

ネットワーク インターフェイス カードのチーム化（NIC チーム化）によって、ネットワークが不
安定になる場合があります。そのような設定によって、スパニング ツリーが中断したり、頻繁に
再計算が発生してしまう可能性があります。同じ VLAN 内のデバイスやホストで、チーム化され
た NIC サーバへの接続が断続的に失われる場合には、NIC チーム化をディセーブルにします。こ
れで接続が安定した場合には、NIC ベンダーのドキュメントを参照しながら、NIC チーム化の設
定を調整してください。

NIC チーム化を実装するには、次のいずれかの手法を使用します。

Server Virtual Address（SVA; サーバ仮想アドレス）：ネットワーク内の他のデバイスに、チ
ーム化された NIC を 1 つの MAC アドレスを持つ 1 つの物理デバイスとして認識させる場合
には、SVA が使用されます。この設定を使用する場合は、NIC の状態を 1 つをスタンバイに
、他をアクティブにする必要があります。そうしなければ、ネットワークに SVA から重複し
た MAC アドレスが送出されてしまいます。

●

個別の NIC MAC アドレス：この設定では、個別の MAC アドレスで実行される NIC カード
を両方使用できます。このモードでは、ネットワーク側からは、両方の NIC は 2 つの個別の
物理デバイスとして認識されます。ネットワークで MAC アドレスが重複する問題を回避す
るには、Load Balancing オプションを使用した Fault Tolerant モードを設定できます。

●

1000BASE-X NIC に関連するその他のトラブルシューティング

ギガビット自動ネゴシエーション（接続されたデバイスへのリンクがない）

ギガビット イーサネットには、10/100 Mbps イーサネットよりも機能拡張された自動ネゴシエー
ション プロシージャが実装されています（ギガビット自動ネゴシエーションの仕様：IEEE
802.3z-1998）。 ギガビット自動ネゴシエーションでは、フロー制御、デュプレックス モード、
リモート障害情報のネゴシエーションが行われます。リンクの両端でリンク ネゴシエーションを
有効または無効にする必要があります。リンクの両端で同じ値に設定する必要があります。この
ようにしないと、リンクが接続しません。

//www.cisco.com/en/US/docs/ios/12_1/interface/command/reference/irdshoin.html#1017387
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どちらかのデバイスでギガビット自動ネゴシエーションがサポートされていない場合に、強制的
にリンクをアップさせるには、ギガビット自動ネゴシエーションをディセーブルにします。シス
コ製スイッチではすべて、デフォルト設定でオートネゴシエーションが有効になっています。自
動ネゴシエーションをディセーブルにすると、リンク ドロップや他の物理レイヤの問題を把握で
きなくなります。ギガビット オートネゴシエーションをサポートしていない古いギガビット NIC
などのエンドデバイスに対してだけ、オートネゴシエーションを無効にします。物理レイヤの問
題が検出されなくなり、結果的にスパニング ツリーのループが発生することになるため、必要で
ないかぎり、スイッチ間での自動ネゴシエーションはディセーブルにしないでください。自動ネ
ゴシエーションをディセーブルにするのではなく、ベンダーに連絡して、IEEE 802.3z ギガビッ
ト自動ネゴシエーションをサポートするように、ソフトウェアとハードウェアのアップグレード
を求めることもできます。

表 6：ギガビット自動ネゴシエーション設定表

自動ネゴシエ
ーション設定

NIC ギガビット自
動ネゴシエーショ
ン設定

スイッチ
ポート ギ
ガビット
リンク

代替スイ
ッチ リン
ク/NIC リ
ンク

有効 有効 稼働 稼働
Disabled Disabled 稼働 稼働
有効 Disabled 停止 稼働
Disabled 有効 稼働 停止

ギガビット自動ネゴシエーション設定に関しては、次のコマンドを発行します。

CatOS コマンド

set port negotiation mod/port enable | disable

●

Cisco IOS ソフトウェア コマンド

negotiation auto no negotiation auto

●

GBIC の確認

ギガビット イーサネットでリンクの問題をトラブルシューティングするときには、適切なギガビ
ット インターフェイス コンバータ（GBIC）アダプタを、適切なケーブル距離で使用しているこ
とを確認することも重要です。さまざまなバージョンの GBIC アダプタに必要な距離とケーブル
の仕様についての情報は、『ギガビット インターフェイス コンバータのインストレーション ノ
ート』を参照してください。

Cisco Catalyst スイッチの互換性と動作に固有の問題

次の各セクションでは、パフォーマンス、互換性、NIC との相互運用性に影響する特定の Cisco
Catalyst スイッチの問題について説明します。

Catalyst 8510 および 8540 CSR

Campus Switch Router（CSR; キャンパス スイッチ ルータ）の Cisco IOS ソフトウェア リリー

//www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15299.html
//www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15299.html


ス 12.0(5)W5(13) では、速度とデュプレックスの自動ネゴシエーションは、デフォルトでイネー
ブルになっています。初期のリリースでは、自動ネゴシエーションはデフォルトではサポートさ
れていません。そのため、接続された各インターフェイスが全二重モードで稼働するように設定
する必要があります。手動により全二重モードで稼働するルータで、Cisco IOS ソフトウェア リ
リース 12.0(5)W5(13) にアップグレードした場合には、パフォーマンスの問題が発生します。高
いコリジョン率、スループットの低下、パケット廃棄の増加などの現象が現れます。これは、
Catalyst 8500 が、接続されたデバイスとの自動ネゴシエーションを待機する状態になっているこ
とが原因です。この時点では、接続されたデバイスは強制的に全二重モードで稼働するように設
定されているため、自動ネゴシエーションの対象ではありません。この場合、仕様に従って
Catalyst 8500 のインターフェイスが半二重モードに設定されるため、デバイスと Catalyst 8500
との間にはインターフェイス レベルでミスマッチが発生します。ピア デバイスがネゴシエーショ
ンを実行できない場合、Catalyst 8500 のインターフェースは、デフォルトでは半二重モードにな
ります。

Catalyst 6000 および 6500 スイッチ

次の表では、Catalyst 6000 と 6500 スイッチに該当する Cisco Bug ID を説明しています。

表 7

Cis
co
Bug
ID

解決さ
れたバ
ージョ
ン

説明

CS
Cd
m4
888
7
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

5.2.3、
5.3.1a

Catalyst 6000 または 6500 上でポートが
errdisable 状態になると、errdisable ポー
トから学習されるその他のデバイスの
MAC アドレスを、スイッチが誤って学習
します。errdisable 状態は、ポートでの過
剰なレイト コリジョンによって発生しま
す。その VLAN 上のすべてのトラフィック
は正しくないポートから誤って転送される
ため、接続が失われます。errdisable 状態
は、デュプレックスのミスマッチや NIC
の障害などによって発生する可能性があり
ます。

CS
Cd
m8
003
5
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

5.2.3、
5.3.1a

Catalyst 6000 や 6500 で、ギガビット接続
がリセットされたときに、接続が再接続さ
れない場合があります。この問題によって
、ギガビット NIC がリセットや接続解除
の後で接続されないという症状が発生する
可能性があります。

//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCdm48887
//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCdm48887
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//tools.cisco.com/RPF/register/register.do


CS
Cd
m8
801
3
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

5.2.3、
5.3.1a

WS-X6248-TEL や WS-X6248-RJ-45 モジ
ュールに接続されたホストの NIC では、
場合によっては、自動ネゴシエーションの
障害が発生した後に、誤って半二重に戻っ
てしまう可能性があります。

Bug ID についての詳細は、Bug Toolkit （登録ユーザ専用）を参照してください。一部ツールに
ついては、ゲスト登録のお客様にはアクセスできない場合がありますことをご了承ください。

Catalyst 6000 と 6500 のドキュメント化された不具合修正の詳細は、『Cisco Catalyst 6500 シリ
ーズ スイッチのリリース ノート』を参照してください。

Catalyst 5000 および 5500 スイッチ

次の表では、Catalyst 5000 と 5500 の各スイッチで発見された既知の問題をリストしています。

表8

C
i
s
c
o
B
u
g
I
D

解
決
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン

説明

C
S
C
d
t
2
8
5
8
5
（
登
録
ユ
ー

5
.
5
(
6
)

直接接続されたホスト（PC、ルータ、サーバ）で
、show port コマンドの出力に connected 状態と示
されているのに、Xmit-Broadcast フレームが転送さ
れません。その結果、接続性の問題が引き起こされ
ます。この状態を解決するには、set port disable
mod/port コマンドおよび set port enable mod/port
コマンドを発行する必要があります。

//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCdm88013
//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCdm88013
//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCdm88013
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//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/action.do?hdnAction=searchBugs
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps708/prod_release_notes_list.html
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ザ
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用
）
C
S
C
d
r
5
0
6
2
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（
登
録
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ー
ザ
専
用
）

5
.
5
(
3
)

WS-X5225R、WS-X5234、WS-X5201R の各モジュ
ールのポートで、予定されていたパケット バッファ
のテストの後に、ユニキャスト フレームが転送され
ません。回避策は、パケット バッファ テストを無
効にすることです。

C
S
C
d
r
0
3
8
1
8
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

4
.
5
(
7
)
、
5
.
4
(
2
)

Sun ワークステーション Ultra 5 でシステム リセッ
トまたは電源のオフ/オンを行った後、WS-X5225R
および WS-X5234 モジュールが、デュプレックス
モードのネゴシエーションを正しく行うことができ
ません。

C
S
C
d
m
5
1
6
5
3

4
.
5
(
3
)
、
5
.
1

Sun 10/100 NIC と特定の Catalyst 5000 ファミリ モ
ジュール（WS-X5225R など）との間での自動ネゴ
シエーションで、特定の条件のもとで、速度とデュ
プレックスのミスマッチが発生する場合があります
。通常、この問題が発生するのは、モジュールがリ
セットされた後か、スイッチのポートがいったんデ
ィセーブルにされた後、再度イネーブルにされた後
です。この回避策は、ワークステーションをスイッ
チのポートに接続しているケーブルをいったん接続
解除してから、再接続することです。

//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCdr50629
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4
.
2
(
2
)

48 ポートの 10Base-T イーサネット モジュール
（WS-X5012）で、ドリブル ビット（一部の端末や
トランシーバでフレームに追加されるビット）を持
つ有効なフレームが、誤って廃棄されてしまいます
。

C
S
C
d
j
8
2
0
3
5
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

3
.
2
(
2
)
、
4
.
1
(
3
)

トラフィックが重い状況において、48 ポートの
10BASE-T イーサネット モジュール（WS-
X5012）のポート 1 ～ 24（あるいはポート 25 ～
48）でフレームの転送が停止してしまいます。

Bug ID についての詳細は、Bug Toolkit （登録ユーザ専用）を参照してください。一部ツールに
ついては、ゲスト登録のお客様にはアクセスできない場合がありますことをご了承ください。

Catalyst 5000 と 5500 のドキュメント化された不具合修正の詳細は、『Cisco Catalyst 5000 シリ

//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
//tools.cisco.com/RPF/register/register.do
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//www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps679/prod_release_notes_list.html


ーズ スイッチのリリース ノート』を参照してください。

Catalyst 4000、2948G、および 2980G スイッチ

次の表では、Catalyst 4000、2948G、および 2980G の各スイッチで発見された既知の問題をリ
ストしています。

表 9：

B
u
g
I
D

解
決
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン

説明

C
S
C
d
s
3
8
9
7
3
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

4.
5(
8)
、
5.
2(
7)
、
5.
5(
2)

Catalyst 2948G と Catalyst 4000 の各スイッチで
、接続が完全に、または断続的に失われる問題が
発生する可能性があります。このような問題が発
生する頻度は、1 日に 1 回から、1 ヵ月に 1 回ま
での範囲があります。この問題は、スイッチの電
源をオフ/オンするだけでも再発する可能性があり
ます。この Cisco bug ID の目的は、複数のソフト
ウェアの手直し、接続が失われる問題を解決およ
び軽減する修正、およびソフトウェアでの追加の
トラブルシューティングのチェックをまとめて提
供することです。
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d
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3
7
6
4
5
（
登
録
ユ

4.
5(
8)
、
5.
5(
2)
、
6.
1(
1)

10/100 ポート上で受信された 64 バイトよりもサ
イズが小さい無効なパケットによって、そのポー
トの Runts カウンタと FCS-Error カウンタの両方
が増加します。ポート上で受信された有効な長さ
のパケットについて、FCS-Error の実際の数を判
断するには、そのポートの FCS-Error カウンタの
値から、そのポートのラント カウンタの値を差し
引きます。

//www.cisco.com/en/US/products/hw/switches/ps679/prod_release_notes_list.html
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5.
1(
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一部の Sun 製ギガビット イーサネット NIC では
、Catalyst 4000 ファミリのオーバーサブスクライ
ブされたギガビット イーサネット モジュールの一
部のポートでのフロー制御については、自動ネゴ
シエーションの信頼性が低下します。18 ポートの
サーバ スイッチング 1000BASE-X（GBIC）ギガ
ビット イーサネット モジュール（WS-X4418）が
影響を受けます。
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用
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4.
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3)
、
5.
1(
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場合によっては、一部の Sun の NIC との自動ネゴ
シエーションにおいて、（100 Mbps、全二重にな
らずに、10 Mbps、半二重になるなど）最適な設
定にはならない場合があります。
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d
t
8
0
7
0

5.
5.
7
、
6.
1.
3
、
6.

Supervisor Engine II が搭載された Catalyst 4006
では、同一 VLAN 内のスイッチ ポート間で、接続
が失われる場合があります。このように接続が失
われると、複数の隔絶されたセグメントに VLAN
が分割された状態になります。ホストが存在する
VLAN 内のあるグループのデバイスには ping でき
ても、同じ VLAN でも他のグループのデバイスに
は ping できない、という状態になります。この接
続が失われる問題の発生は、ラインカードが取り
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7
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

2.
1

付けられているスロットには依存しません。つま
り、特定のラインカード上のポートが同じグルー
プであれば、ラインカードがどのスロットに取り
付けられていても発生します。回避策は、スイッ
チをリセットすることです。

C
S
C
d
s
8
9
1
4
8
（
登
録
ユ
ー
ザ
専
用
）

5.
5.
6
、
6.
2.
1

原因不明の理由により、Xmit-Err カウンタが何も
接続されていないポート上で増加します。この不
具合の解決によって、ホスト ポートとして設定さ
れている未接続ポートが原因となって CPU の使用
率が上昇する状態も解決されます。

Bug ID についての詳細は、Bug Toolkit （登録ユーザ専用）を参照してください。一部ツールに
ついては、ゲスト登録のお客様にはアクセスできない場合がありますことをご了承ください。

Catalyst 2948G、2980G、4000 のドキュメント化された不具合修正の詳細は、『Cisco Catalyst
4500 シリーズのリリース ノート』を参照してください。

Catalyst 2950 および3550 スイッチ

次の表では、Catalyst 2950 と 3550 の各スイッチで発見された既知の問題をリストしています。

表 10

Cisc
o
Bug
ID

解決さ
れたバ
ージョ
ン

説明

CS
Cdz
445
20
（登
録ユ

12.1(13
)EA1

Catalyst 3550-24PWR インライン電源イ
ンターフェイスで、auto/auto に設定され
た一部の 10/100/1000 インターフェイス
に対してリンクがアップしません。
Catalyst 3550-24PWR インライン電源イ
ンターフェイスでは、Catalyst 3550-12G
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ーザ
専用
）

や 3550-12T で auto/auto に設定された
10/100/1000 インターフェイスに接続で
きません。

CS
Cdz
327
89
（登
録ユ
ーザ
専用
）

12.1(13
)EA1

スイッチ ポートが 100 Mbps/全二重また
は 100 Mbps/半二重にハードコードされ
ている場合、特定の NIC に対するリンク
がアップになりません。

CS
Cdy
727
18
（登
録ユ
ーザ
専用
）

12.1(13
)EA1

スイッチ ポートが速度 100 にハードコー
ドされている場合、そのポートではパケ
ットの受信はされませんが、送信は適切
に行われます。

CS
Cea
363
22
（登
録ユ
ーザ
専用
）

12.1(14
)EA1

Catalyst 3550-24PWR スイッチ上の
10/100 ポートがギガビット イーサネット
の NIC に接続されており、速度/デュプレ
ックスが auto に設定されています。この
とき、ポートの速度を 100 Mbps から 10
Mbps に変更するか、または 10 Mbps か
ら 100 Mbps に変更すると、そのポート
と NIC との間のリンクがアップにならな
い場合があります。

Bug ID についての詳細は、Bug Toolkit （登録ユーザ専用）を参照してください。一部ツールに
ついては、ゲスト登録のお客様にはアクセスできない場合がありますことをご了承ください。

NIC の互換性と動作に関する問題

免責事項：次の表は、NIC の問題をトラブルシューティングするための参考資料として使用して
ください。問題の確認と適切な解決策については、NIC のベンダーに問い合せてください。

表 11

NI
C
の
モ
デ
ル
/メ
ー
カ
ー

症状 説明 解決方法
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Ap
ple
Ma
cint
osh
G3

組み込み型の
イーサネット
インターフェ
イスの使用時
に、ネットワ
ーク サービス
が断続的に失
われる。

この問題は、2.04
よりも前のバージ
ョンのドライバで
発生する可能性が
あります。詳細に
ついては、ベンダ
ーのテクニカルサ
ポートに問い合せ
てください。

ドライバ バー
ジョン 2.04 以
降にアップグ
レードします
。

Ap
ple
Ma
cint
osh
、
Po
wer
Ma
cint
osh
G3
、
Po
wer
bo
ok
G3

内蔵イーサネ
ット インター
フェイスの速
度と二重モー
ドを手動で設
定できない。

イーサネット イン
ターフェイスの速
度/デュプレックス
を手動で設定する
には、Apple
Speed/Duplex ツー
ルが必要です。

Apple 社のサポ
ート Web サイ
トから Apple
Speed/Duplex
ツールをダウ
ンロードしま
す。

Op
en
Tra
nsp
ort
2.5
.1
お
よ
び
2.5
.2
を
使
用
し
た
Ap
ple
Ma
cint
osh
OS

DHCP サーバ
から DHCP ア
ドレスを取得
できない。

起動時に、
Macintosh が
DHCP サーバから
の IP アドレスの取
得に失敗する可能
性があります。

Apple 社の
Tech Info
Library 25049
を参照してく
ださい。

Ap
ple

ハードウェア
MAC アドレス

ネットワーク接続
の問題をトラブル

ベンダーのテ
クニカルサポ



Ma
cint
osh
の
内
蔵
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

を決定できな
い。

シューティングす
るには、ホストの
MAC アドレスが必
要になる場合があ
ります。

ートに問い合
せてください
。

Ap
ple
Ma
cint
osh
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
問
題
と
Nu
Bu
s

内蔵イーサネ
ット インター
フェイスの方
が NuBus イー
サネット カー
ドよりもパフ
ォーマンスが
優れている。

内蔵イーサネット
で実現可能な最大
データ転送レート
にも関係します。

Apple 社の
Tech Info
Library 12000
を参照してく
ださい。

内
蔵
NI
C
を
使
用
し
た
Ap
ple
Po
wer
bo
ok
G3/
G4

大きなファイ
ルを転送する
と、パフォー
マンスが低下
する。

IEEE 802.3で公開
されているとおり
、一部のNICは仕
様外で動作する可
能性があります。
一部のCatalystは仕
様外のNICに対す
る耐性が高く、パ
フォーマンスの低
下に気付きません
。

外付け、また
は PC カード
を使用します
。Apple 社のテ
クニカルサポ
ートに問い合
せてください
。

内
蔵
NI

パフォーマン
スの低下。

パフォーマンスが
著しく低下します
。

最新の NIC ド
ライバにアッ
プグレードし



C
を
使
用
し
た
各
種
の
Ap
ple
G3/
G4
ラ
ッ
プ
ト
ッ
プ
お
よ
び
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

、DUPLEXER
ユーティリテ
ィをロードし
ます。自動ネ
ゴシエーショ
ンの設定を確
認します。

As
ant
éF
ast
10/
10
0
PC
I
Ad
apt
er

ログインに時
間がかかる、
またはサーバ
にログインで
きない。

—

Asanté 社のサ
ポート Web サ
イトで、テク
ニカル ドキュ
メント
TID1084 を参
照してくださ
い。

As
ant
éF
ast
10/
10
0
PC
I

Power
Macintosh
9500 に接続し
た場合、スイ
ッチ上で多数
の CRC およ
び FCS エラー
が報告される
。

—

Asanté 社のサ
ポート Web サ
イトで、テク
ニカル ドキュ
メント
TID1109 を参
照してくださ
い。



Ad
apt
er
As
ant
éF
ast
10/
10
0
PC
I
Ad
apt
er

Macintosh OS
8.5 または 8.6
にアップグレ
ードした後、
ネットワーク
のスループッ
トが低下する
。

—

Asanté 社のサ
ポート Web サ
イトで、テク
ニカル ドキュ
メント
TID1976 を参
照してくださ
い。

As
ant
é
Gig
aNI
C
10
64
SX
PC
I
Car
d-
Ma
cint
osh

ネットワーク
のパフォーマ
ンスが変動す
る。

OS 8.6 で省エネル
ギー モードがアク
ティブである場合
、モニタが暗くな
るとすぐにネット
ワーク速度が極端
に低下します。

コントロール
パネルで省エ
ネルギー モー
ドをオフにし
ます。ネット
ワーク速度が
一定になりま
す。Asanté 社
のサポート
Web サイトで
、テクニカル
ドキュメント
TID2095 を参
照してくださ
い。

As
ant
é
Gig
aNI
C
10
64
SX
PC
I
Car
d-
Ma
cint
osh

AppleShare IP
サーバと PCI
イーサネット
カードを使用
すると、パフ
ォーマンスが
低下する。

お客様から、
AppleShare IP サ
ーバが時間の経過
とともに速度が低
下し、最終的には
クラッシュするこ
とが報告されてい
ます。これは、組
み込み型イーサネ
ット カードでも、
さまざまな PCI カ
ードでも発生しま
す。

Asanté 社のサ
ポート Web サ
イトで、テク
ニカル ドキュ
メント
TID2227 を参
照してくださ
い。

3C
om
3C
57
4/5

10 MB での動
作時に、パフ
ォーマンスが
極端に低下す
る。

3C574/3C575 では
、Catalyst
2948G、2980G、
4000、5000、およ
び 6000 スイッチ

NIC の最新ド
ライバにアッ
プグレードし
、自動極性切
り替えを無効



75
PC
MC
IA
10/
10
0

に 10 MB で接続し
た場合にパフォー
マンスの低下が発
生します。この問
題は、リンクアッ
プ時に NIC が自動
極性切り替えを行
うことが原因です
。

にします。

3C
om
3C
59
5

スイッチで
FCS やアライ
メント エラー
が記録される
。パフォーマ
ンスの低下が
みられる。
3C595 アダプ
タが 100
MB、半二重で
使用されてい
るときに発生
する。通常、
この問題が発
生するのは、
総トラフィッ
クの 1 ～ 2 %
程度である。

3C595 アダプタが
100 MB、半二重で
使用されている場
合に、FCS または
アライメント エラ
ーが発生します。
通常、この問題が
発生するのは、総
トラフィックの 1
～ 2 % です。

NIC の最新ド
ライバにアッ
プグレードし
、バス マスタ
ーをディセー
ブルにします
。これらの手
順により、
FCS やアライ
ンメント エラ
ーが減少しま
す。

3C
OM
3C
90
5/3
C9
05
B

DHCP の問題
が断続的に発
生する。

Catalyst スイッチ
ポートが適切に設
定されていても、
ワークステーショ
ンで DHCP の問題
が断続的に発生す
る場合があります
。

ドライバ バー
ジョン 4.01b
以降にアップ
グレードする
ことによって
、DHCP の問
題が解決しま
す。

3C
OM
3C
90
5/3
C9
05
B

Novell
Internetwork
Packet
Exchange（IP
X）ネットワ
ークにログイ
ンできない。

Catalyst スイッチ
ポートが適切に設
定されていても、
ワークステーショ
ンで IPX にログイ
ンできない問題が
断続的に発生する
場合があります。

IPX auto-frame
タイプの問題
を解決する、
ドライバ バー
ジョン 4.01b
以降にアップ
グレードしま
す。または、
IPX フレーム
タイプ用にワ
ークステーシ
ョンを手動で
設定します。

3C
om
3C
90

サイズの大き
なファイルを
受信すると、
パフォーマン

サイズの大きなフ
ァイルを受信する
ときに、パフォー
マンスが著しく低

3COM 社のテ
クニカルサポ
ートから最新
のドライバを



5B スが低下する
。

下します。問題は
、サービス パック
に関係なく、標準
的な Microsoft NT
4.0 でのみ発生しま
す。

ダウンロード
します。

3C
om
3C
90
5C

スイッチ ポー
トでレイヤ
2（L2）エラ
ー（FCS、ア
ラインメント
、CRC、およ
びラント）が
報告されて、
高速ワークス
テーションの
パフォーマン
スが低下する
。

Catalyst で、通常
の条件のもとで、
3C905C NIC アダ
プタに接続された
ポートに大量の
L2（物理）エラー
が報告されます。

3COM 社から
最新のドライ
バおよび診断
ツールを入手
し、ロードし
ます。2 台の
PC 間で直接パ
フォーマンス
をテストし、
診断ツール上
のエラーをメ
モします。報
告された
ransmit under-
run や receive
over-run など
のエラーが、
スイッチによ
って報告され
る物理レイヤ
でのエラーや
、軽微なパフ
ォーマンスの
問題の原因と
なっています
。詳細は、
Cisco Bug ID
CSCdt68700（
登録ユーザ専
用）を参照し
てください 。

3C
90
5C
X-
TX-
M

スイッチ ポー
トが 100
Mbps/全二重
または 100
Mbps/半二重
にハードコー
ドされていて
、さらに NIC
が自動ネゴシ
エーションに
設定されてい
るときに、リ
ンクがアップ
になりません
。

Cisco Bug ID
CSCdz32789 （登
録ユーザ専用）を
参照してください
。一部ツールにつ
いては、ゲスト登
録のお客様にはア
クセスできない場
合がありますこと
をご了承ください
。

ドライバ バー
ジョン 5.4 に
アップグレー
ドし、
advanced NIC
properties で
LnkChk を
enable に設定
します。
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3C
om
3C
98
0

Novell でのデ
ータ破損。 —

3Com 社のテ
クニカルサポ
ートのリファ
レンス
1.0.33921641.
2241835 を参
照してくださ
い。

3C
om

3C985/3C985
B Novell 5.0 の問題

3COM 社のテ
クニカルサポ
ートのリファ
レンス
1.0.16744826.
2027011 を参
照してくださ
い。

3C
om
3C
98
5/3
C9
85
B

クライアント
はサーバへの
ログイン、ま
たはサーバの
参照はできな
いが、ping は
正常に実行で
きる。

—

3COM 社のテ
クニカルサポ
ートのリファ
レンス
2.0.4428387.2
305072 を参照
してください
。

3C
om
3C
98
5/3
C9
85
B

イーサネット
MTU よりも大
きなパケット
（1518 バイト
）が生成され
る。これらの
パケットは、
Catalyst スイ
ッチではジャ
イアントとし
て認識される
。

—

3COM 社のテ
クニカルサポ
ートに問い合
せてください
。

Del
l
Di
me
nsi
on
XP
S
の
3C
OM
3C
90
5C
ま
た

ネットワーク
接続が2 ～
3分ごとにドロ
ップされるか
、ネットワー
クカードを数
回再初期化し
てネットワー
ク接続を確立
する必要があ
ります。

Dell Dimension
XPS の 3C905C や
3C920 の統合 NIC
では、Windows
2000 が実行されて
いるときに、電源
管理上の問題によ
って、ネットワー
ク接続に問題が発
生する場合があり
ます。

すべての電源
管理機能を無
効します。電
源管理をディ
セーブルにす
る方法、およ
びこの問題に
関する詳細な
情報について
は、Dell 社に
お問い合せく
ださい。詳細
については、
3COM 社のテ
クニカルサポ
ートのリファ



は
3C
92
0
統
合
型
NI
C

レンス
2.0.47464140.
2853794 を参
照してくださ
い。

Co
mp
aq
Net
flex
-3
Mo
del
NI
C
Ad
apt
er

パフォーマン
スの低下。

Catalyst 5000 およ
び 5500 のスイッ
チで、自動ネゴシ
エーションが失敗
する場合がありま
す。

この問題は、
Catalyst 5000
および 5500 ス
イッチのソフ
トウェア リリ
ース 4.5(1) 以
降では解決さ
れています。
詳細について
は、Cisco Bug
ID
CSCdk87853
(登録ユーザ専
用)を参照して
ください。

Del
l
Opt
iple
x
GX
20
0

Dell Optiplex
GX200
PC（Intel Pro
10/100）に接
続したときに
、リンクのフ
ラッピングが
発生する。
PC の電源を
オフにすると
NIC は正常に
動作するが、
PC の電源を
オンに戻すと
、フラッピン
グが発生する
。

詳細については、
Cisco Bug ID
CSCdz60677 (登録
ユーザ専用)を参照
してください。

Dell から入手
可能な最新の
ドライバにア
ップグレード
します。

Del
l
Pre
cisi
on
42
0/5
30/
62
0

自動ネゴシエ
ーション リン
クで Catalyst
2950 スイッチ
に接続すると
きに、継続的
にフラッピン
グが発生し、
自動ネゴシエ
ーション リン
クに障害が発

2001 年 5 月 21 日
～ 2001 年 8 月 1
日までの期間に製
造された製品が該
当します。

詳細は、Dell
社のテクニカ
ルサポートと
シスコのテク
ニカルサポー
トにお問い合
せください。

//tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCdk87853
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生する。この
マザーボード
は、Cisco ス
イッチおよび
Netgear ハブ
との互換性が
ない Intel チッ
プセットを使
用して製造さ
れています。

Bro
adc
om
Net
Xtr
em
e
57x
x
Gig
abit
Int
egr
ate
d
Co
ntr
olle
r

速度とデュプ
レックスの自
動ネゴシエー
ションを使用
した場合にだ
け、リンクが
アップする。

一部の管理ソフト
ウェアには NIC カ
ードのドライバが
バンドルされてお
り、速度/デュプレ
ックスがハードコ
ードされている場
合には NIC に影響
します。リリース
日：6/17/2005 バ
ージョン
：v7.1.0、A04 ダ
ウンロード タイプ
：アプリケーショ
ン

ドライバ ファ
イルとともに
、最初からイ
ンストールさ
れていた管理
プログラムを
アンインスト
ールします。

IB
M
10/
10
0
Eth
erJ
et
Car
dB
us
Ad
apt
er

10 Mbps での
動作時にパフ
ォーマンスが
極端に低下す
る。

一部の 10/100 スイ
ッチに実装されて
いる極性反転ケー
ブル用の自動補正
機能については、
IBM 10/100
EtherJet CardBus
Adapter が提供し
ている自動補正と
の互換性が完全で
はありません。ネ
ットワークの速度
が強制的に 10
Mbps に設定され
ている場合には、
スループットが著
しく低下する可能
性があります。

この問題を解
決するために
、アダプタの
拡張プロパテ
ィに新しい
Auto Polarity
キーワードが
追加されてい
ます。必要に
応じて、逆向
きに接続され
たケーブルの
補正をカード
で行うことを
意味するデフ
ォルト設定の
ON を OFF に
設定すること
によって、極
性の補正をデ
ィセーブルに
します。これ
により、正常



なスループッ
トが回復しま
す。

IB
M
Thi
nCl
ient
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

長期間の稼働
の後リンクが
継続的にフラ
ップする。

ソフトウェア バー
ジョン 6.x 以降の
Catalyst 2948G ま
たは 4000 スイッ
チに接続されてい
るときに、Service
Pack が 3.0 よりも
古いワークステー
ションでは、継続
的に使用するうち
に、スイッチでリ
ンクがフラッピン
グします。

IBM ThinClient
を Service
Pack 3.0 にア
ップグレード
します。

Int
el
Pro
/10
0

Catalyst スイ
ッチとの接続
が常時アップ
/ダウンする。

電源管理が原因の
可能性があります
。詳細については
、Intel 社のテクニ
カルサポートに問
い合せてください
。

[Control
Panel] >
[System]
>
[Hardwar
e] >
[Device
Manager]
を選択し
ます。

1.

[Network
Adapters]
> [Intel
Pro 100
+] を選択
します。

2.

[Power
Managem
ent] タブ
で、
[Allow the
computer
to turn off
this
device] チ
ェックボ
ックスを
オフにし
ます。

3.

Int
el
Pro

ntel Pro/1000
T NIC が
Catalyst スイ

相互運用性の問題
は、キャリア エク
ステンションの実

最新ドライバ
については、
Intel 社のテク



/10
00
T
Gig
abit
Co
pp
er
NI
C

ッチに接続さ
れているとき
、ネットワー
クの接続状態
が悪く、過剰
な数のパケッ
トが廃棄され
る場合がある
。Ten Bit
Interface（TBI
）インターフ
ェイスを搭載
したモジュー
ルが、Gigabit
Media
Independent
Interface（GM
II）を搭載した
レシーバに、
奇数バイトの
パケットを送
信した場合に
、相互運用性
の問題が発生
します。

装から生じます。
キャリア エクステ
ンションは、IEEE
802.3 仕様のサブ
セクション
35.2.3.5 で詳細が
規定されています
。パケットが偶数
の境界上の整列さ
れるように、キャ
リア エクステンシ
ョンを使用して、
パケットの最終バ
イトをパディング
します。

ニカルサポー
トに問い合せ
てください。

Su
n
Mic
ros
yst
em
s
QF
E
Car
d

速度と二重モ
ードを手動で
正しく設定で
きない。

速度とデュプレッ
クスを手動で設定
すると、4 つのポ
ートの最初のポー
トにしか反映され
ません。

ベンダーのテ
クニカルサポ
ートに問い合
せ、最新ドラ
イバを入手し
て問題を解決
してください
。

Su
n
Mic
ros
yst
em
s
v1.
1
Gig
abit
Car
d

リンクを確立
できない。

V1.1 では、スイッ
チとのリンクを確
立できない可能性
があります。

ベンダーのテ
クニカルサポ
ートに問い合
せるか、また
は V2.0 Gigabit
Card を使用し
てください。

Xir
co
m

100 Mbps 全
二重で、ネゴ
シエーション

全二重動作がサポ
ートされているの
は、10 Mbps でだ

この NIC は、
100 Mbps、全
二重では動作



Cre
dit
Car
d
Eth
ern
et
10/
10
0
CE
3B-
10
0

や動作が正常
に行われない
。

けです。全二重は
100 Mbps ではサポ
ートされていませ
ん。LineMode キー
ワードは、100
Mbps でのパフォ
ーマンスに影響を
与えません。
LineSpeed キーワ
ードが 100 Mbps
に設定されており
、さらに LineMode
キーワードが full-
duplex に設定され
ている場合には、
LineMode キーワー
ドは無視されます
。10 Mbps で全二
重が使用できるの
は、アダプタが全
二重対応のスイッ
チまたはハブに接
続されている場合
だけです。

させないでく
ださい。

Xir
co
m
Cre
dit
Car
d
Eth
ern
et
10/
10
0
CE
3B-
10
0

10 Mbps、全
二重のネゴシ
エーションが
行われない。

CE3（場合によっ
ては CE3B）は、
10 Mbps、全二重
モードに対してネ
ゴシエーションを
行うことができま
せん。

これらのアダ
プタでは、全
二重モードで
動作させるに
は、LineSpeed
キーワードを
10 Mbps に設
定し、
LineMode キー
ワードを full-
duplex に設定
する必要があ
ります。cable
type キーワー
ドは、「Auto
Detect」また
は「10BASE-
T/100BaseTX
」に設定でき
ます。接続さ
れているハブ
やスイッチに
関連するポー
トも、10
Mbps、全二重
に設定されて
いる必要があ
ります。



Xir
co
m
Re
alP
ort
2
Car
dB
us
Eth
ern
et
10/
10
0
Ad
apt
er
(R2
BE/
RB
E/
CB
E)
モ
デ
ル

10 Mbps での
動作時にパフ
ォーマンスが
極端に低下す
る。

一部の 10/100 スイ
ッチに実装されて
いる極性反転ケー
ブル用の自動補正
機能については、
CBE/RBE が提供し
ている自動補正と
の互換性が完全で
はありません。ネ
ットワークの速度
が強制的に 10
Mbps に設定され
ている場合には、
スループットが著
しく低下する可能
性があります。

この問題を解
決するために
、ドライババ
ージョン
3.01のアダプ
タの詳細プロ
パティに新し
いAuto
Polarityキーワ
ードが追加さ
れました。必
要に応じて、
逆向きのケー
ブルを補償す
るONのデフォ
ルト設定をOFF

す。これによ
り、正常なス
ループットが
回復します。

Xir
co
m
Re
alP
ort
2
Car
dB
us
Eth
ern
et
10/
10
0
Ad
apt
er
(R2
BE/
RB
E/
CB
E)

ネットワーク
との最初の接
続に失敗する
場合がある。
DHCP では IP
アドレスを取
得できるが、
Windows NT
のログイン、
および Novell
IPX がエラー
になる場合が
ある。

初期化の遅延です
。一部のスイッチ
とルータでは、初
期化の遅延によっ
て、ネットワーク
アダプタが最初に
いずれかのポート
とのリンクを確立
した時点では、た
だちにネットワー
ク トラフィックを
転送できません。
この障害が最も多
く発生するのは、
ネットワーク アダ
プタがスイッチの
ポートに直接接続
されている場合で
す。デフォルトで
は、アダプタが一
部のオペレーティ
ング システムのも
とで使用されると
きには、リンクと
初期ネットワーク

アダプタの拡
張プロパティ
に、新しいキ
ーワードの
Initialization
Delay が追加さ
れており、ユ
ーザが選択し
た期間、ネッ
トワーク要求
の転送が抑制
できるように
なりました。
遅延は1 ～
60秒の範囲で
追加できます
。ほとんどの
場合、1 ～ 3秒
の範囲で遅延
を追加すると
、問題が解決
します。



モ
デ
ル

要求との間の遅延
がほとんどありま
せん。

Xir
co
m
Re
alP
ort
2
Car
dB
us
Eth
ern
et
10/
10
0
Ad
apt
er
(R2
BE/
RB
E/
CB
E)
モ
デ
ル

ポート レプリ
ケータまたは
ドッキング ス
テーションに
接続されてい
る場合、ネッ
トワークに接
続できない、
または DHCP
サーバから IP
アドレスを取
得できない。

おそらく Basic
Input/Output
System（BIOS）
かドライバの更新
が必要です。詳細
については、ベン
ダーのサポートに
問い合せてくださ
い。

Windows 95 で
、ポート レプ
リケータある
いはドッキン
グ ステーショ
ンで
CBE/CBE2/RB
E の使用を試
みたときに問
題が発生する
場合は、使用
中のラップト
ップ コンピュ
ータで最新の
BIOS が使用さ
れていること
、および最新
の製造メーカ
ーのパッチと
ユーティリテ
ィ ソフトウェ
アがインスト
ールされてい
ることを確認
してください
。

Xir
co
m
XE
20
00
PC
MC
IA
NI
C

100 Mbps、全
二重に対して
自動ネゴシエ
ーションが行
われない。

NIC が自動ネゴシ
エーションを行う
のは、100 Mbps、
全二重に対してだ
けです。

XE2000 NIC の
既知の制限で
す。XE2000 の
リリース ノー
トを参照して
ください。

PR
OX
IM
TS
UN
AM
I
50
54-
R

Cisco Catalyst
4510R-E との
間でネゴシエ
ーションが適
切に行われな
い。

Catalyst 4510R-E
のポートと
PROXIM
TSUNAMI 5054-R
ワイヤレス ブリッ
ジのネゴシエーシ
ョンがエラーにな
り、成功率が周期
的に変動します。

PROXIM
TSUNAMI
5054-R には、
Catalyst
4510R-E との
互換性があり
ません。



ワ
イ
ヤ
レ
ス
ブ
リ
ッ
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付録 A:サービス リクエストを作成する前に収集する情報

このドキュメントで概説されているトラブルシューティング手順で問題が解決されない場合は、
シスコのテクニカルサポートでサービス リクエストを作成する必要があります。サービス リクエ
ストを作成する前に、次のように情報を収集します。

NIC とスイッチ間の相互運用性に関する固有の問題を特定します。たとえば、DHCP、
Novell IPX、ログイン、またはパフォーマンスのみに関する問題であるかを確認します。

1.

適用可能な場合は、該当するすべての Cisco デバイスで show tech-support コマンドを発行
します。あるいは、show module、show config、show version、または show port コマンド
を発行します。

2.

NIC の型とモデルを調べます。3.
オペレーティング システムと NIC ドライバのバージョンを確認します。4.
問題の一貫性を確認します。たとえば、複数の Catalyst スイッチで問題が発生するかを確認
します。

5.

付録 B：自動ネゴシエーションの動作の仕組みについて

自動ネゴシエーションでは、10BASE-T デバイスで使用されるリンク完全性テストの修正版を使
用して、速度のネゴシエーションと他の自動ネゴシエーション パラメータの交換が行われます。
元の 10BASE-T リンク完全性テストは、Normal Link Pulse（NLP; ノーマル リンク パルス）と呼
ばれています。 10/100 Mbps の自動ネゴシエーション用に修正されたリンク完全性テストは、
Fast Link Pulse（FLP; ファスト リンク パルス）と呼ばれています。10BASE-T デバイスでは、
リンク完全性テストの一環として 16（+/-8）ミリ秒ごとにバースト パルスが発生することが想定
されています。10/100 Mbps の自動ネゴシエーション用の FLP では、これらの 16（+/-8）ミリ秒
ごとのバーストに加えて、62.5（+/-7）マイクロ秒ごとにもパルスが送信されます。バースト シ
ーケンス内のパルスによって、リンク パートナー間の互換性情報の交換に使用されるコード ワー
ドが生成されます。自動ネゴシエーションで使用される FLP のプロセスは、通常の 10BASE-T
ハードウェア用のリンク完全性テストに準拠するため、16（+/- 8）ミリ秒ごとのパルス バースト
を使用して、既存の 10BASE-T 接続との下位互換性を維持しています。デバイスから FLP が送
出されて NLP しか受信されない場合には、ハードウェアでは即座に FLP の転送が停止され、標
準 10BASE-T のハードウェアがイネーブルにされて、10BASE-T 動作が継続されます。

次の表で、ファスト イーサネット インターフェイス用の制御レジスタで使用可能なプログラマブ
ル オプションについて説明します。これらのオプションは、リンク パートナーに接続された時点
でファスト イーサネット インターフェイスがどのように機能するかを決定します。ビット カラ
ムの 0 はプログラマブル レジスタ アドレスを示しており、0 に続く 10 進数は 16 ビット レジス
タ内のビット位置を表しています。

表 12：物理インターフェース（PHY）制御レジスタのプログラマブル オプション

//www.cisco.com/en/US/support/tsd_cisco_worldwide_contacts.html


ビ
ッ
ト

[名前(Name)] 説明

0.1
5 リセット 1 = PHY リセット 0 = 通常モード

0.1
4 ループバック

1 = ループバック モード スイッチ
オン 0 = ループバック モード スイ
ッチ オフ

0.1
3

Rate
Selection（最
下位ビット
[LSB]）

0.6 0.13 1 1 予約済み 1 0 1000
Mbps 0 1 100 Mbps 0 0 10 Mbps

0.1
2

Autonegotiatio
n Enable

1 = 自動ネゴシエーションが有効 0
= 自動ネゴシエーションが無効

0.1
1 Power Down 1 = 電源遮断 0 = 通常のダウン

0.1
0 隔離

1 = PHY は電気的にメディア非依存
インターフェース（MII）から絶縁 0
= 通常モード

0.9
Restart
Autonegotiatio
n

1 = 自動ネゴシエーション プロセス
を再起動 0 = 通常モード

0.8 デュプレック
スモード 1 = 全二重 0 = 半二重

0.7 Collision Test
1 = コリジョン（COL）信号テスト
がアクティブ 0 = COL 信号テストが
スイッチ オフ

0.6

Rate
Selection（最
上位ビット
[MSB]）

ビット 0.13 を参照

このドキュメントに関連するレジスタビットには、0.13、0.12、0.8、および0.6が含まれます。
他のレジスタビットは、IEEE 802.3u仕様に記載されています。IEEE 802.3u によれば、レート
（速度）を手動設定するには、自動ネゴシエーション ビット 0.12 を値 0 に設定する必要があり
ます。つまり、速度とデュプレックスを手動設定するには、自動ネゴシエーションをディセーブ
ルにする必要があります。自動ネゴシエーション ビット 0.12 が値 1 に設定に設定されている場
合は、ビット 0.13 および 0.8 には意味がなく、リンクでは自動ネゴシエーションを使用して速度
とデュプレックスが決定されます。自動ネゴシエーションがディセーブルにされているときは、
0.8 が全二重を表す 1 にプログラムされていない限り、デュプレックスのデフォルト値は半二重
になります。

IEEE 802.3u によると、一方のリンク パートナーで 100 Mbps、全二重に手動設定しながら、他
方のリンク パートナーに対して、全二重に自動ネゴシエートはできません。一方のリンク パート
ナーを 100 Mbps 全二重に設定して、もう一方のリンク パートナーを自動ネゴシエーションに設
定しようとすると、デュプレックスのミスマッチが発生します。これは、一方のリンク パートナ
ーでの自動ネゴシエーション プロセスで、もう一方のリンク パートナーからの自動ネゴシエーシ
ョン パラメータを受信できず、デフォルトで半二重に設定されるためです。

「付録 B：自動ネゴシエーションの動作の仕組みについて」で説明されているように、リンク パ



   

ートナーの機能情報を交換するコード ワードの導出には、FLP 内のパルスが使用されます。交換
される最初のコード ワードは、ベース ページと呼ばれます。これは、各リンク パートナーに
（IEEE 802.3 または IEEE 802.9a の）メッセージ タイプ、およびテクノロジー アビリティ フィ
ールドを通知します。この Technology Ability Field は、各リンク パートナーの最大の稼働速度と
デュプレックスを交換するために符号化されています。

関連情報

イーサネット 10/100/1000 Mbps 半二重/全二重自動ネゴシエーションの設定とトラブルシュ
ーティング

●

LAN スイッチ製品のサポート●

LAN スイッチング テクノロジーに関するサポート ページ●

テクニカル サポートとドキュメント – Cisco Systems●

//www.cisco.com/en/US/tech/tk389/tk214/technologies_tech_note09186a0080094781.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/en/US/tech/tk389/tk214/technologies_tech_note09186a0080094781.shtml?referring_site=bodynav
//www.cisco.com/cisco/web/psa/default.html?mode=prod&level0=268438038&referring_site=bodynav
//www.cisco.com/cisco/web/psa/default.html?mode=tech&level0=268435696&referring_site=bodynav
//www.cisco.com/cisco/web/support/index.html?referring_site=bodynav
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